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  令和２年第２回教育委員会会議録 

 

日   時  令和２年２月26日（水）13時30分開会 16時00分閉会 

場 所 教育長室 

出 席 委 員 

教育長  佐々木    智 

委 員  佐々木  義 朗 

委 員  荒 井  由紀恵 

委 員  橋 場  正 人 

委 員  吉 村  恭 子 

欠 席 委 員  － 

事務局職員 

教育部長        澤 田    徹 

教育部次長       千 田  義 彦 

教育部学校指導室長   小 松  義 幸 

企画総務課長      伊 藤  樹 美 

主幹(新設校建設担当)  山 田  浩 之 

学校教育課長      髙 橋  裕 輔 

生涯学習課長      小野寺  康 広 

文化施設課長      倉 島    毅 

学校指導課長      大 西  智 彦 

書 記 企画総務課総務係長   田 中  稔 大 

議 題 及 び 

議事の概要 
 別紙のとおり 
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１ 第２回教育委員会会議付議事件及び結果表 

 

令和２年２月26日（水）13時30分開会 

16時00分閉会 
 

事件番号 件    名 議決結果 

議案第１号 
千歳市議会第１回定例会教育行政執行方針及び教育

行政報告について 
原案可決 

議案第２号 
令和元年度一般会計補正予算（教育費関係予算）につ

いて 
原案可決 

議案第３号 
千歳市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定

について 
原案可決 

報告第１号 北陽小学校分離校の基本設計（案）について 報告済 

報告第２号 
令和元年度ハイパーＱＵ検査（１１月実施）の結果に

ついて 
報告済 

報告第３号 コミュニティ・スクールの取組状況について 報告済 

報告第４号 
令和２年度公益財団法人千歳青少年教育財団事業計

画及び予算について 
報告済 

報告第５号 
令和２年千歳市成人式「はたちのつどい」の実施結果

について 
報告済 
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教育長 

 

 

総務係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

企画総務課長 

 

それでは、令和２年第２回教育委員会会議を開催いたします。 

日程２ 会議録の承認について、お願いします。 

 

令和２年１月２９日に開催されました令和２年第１回教育委員会会議は、

議案が４件、報告が１件ございました。 

議案につきましては、議案第１号 令和元年度一般会計補正予算（教育費

関係予算）について、議案第２号 千歳市文化財保護審議会委員の委嘱につ

いて、議案第３号 千歳市学校運営協議会規則の一部を改正する規則の制定

について、議案第４号 令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結

果の公表について、原案のとおりご決定いただいております。 

また、報告につきましては、報告第１号 令和元年度千歳市学力向上検討

委員会の取組について、報告済みとさせていただいております。 

以上でございます。 

 

会議録の承認の件は、よろしいでしょうか。 

 

一同了承 

 

続きまして、日程３ 教育長の報告です。 

お手元に資料があると思います。校長会、教頭会でお話しさせていただい

た事項等について、報告させていただきます。 

（資料に沿って、次の内容について説明） 

１．小中連携・一貫教育の推進に向けて 

２．感染症予防に向けた取組について 

３．働き方改革の推進 

４．体罰に関する調査票回収状況 

５．令和２年度の教育予算その他連絡事項は、記載のとおりです。 

私からの報告は以上となります。これについて、何かご質問等ありますで

しょうか。よろしいですか。 

 

一同了承 

 

それでは、日程４ 議案に入ります。 

議案第１号 千歳市議会第１回定例会教育行政執行方針及び教育行政報告

について、説明をお願いします。 

 

議案第１号 千歳市議会第１回定例会教育行政執行方針及び教育行政報告

について、ご説明申し上げます。 

２ 議題及び会議の概要 
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教育長 

 

 

荒井委員 

 

教育部長 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

企画総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案の理由でありますが、令和２年千歳市議会第1回定例会に令和２年度教

育行政執行方針及び教育行政の諸般について報告するため、本案を提出する

ものであります。 

お配りしております別冊 教育行政執行方針及び教育政報告書をご覧くだ

さい。読み上げまして、説明といたします。 

（別冊 教育行政執行方針及び教育政報告書 読み上げ） 

以上です。 

 

ただいま説明がありましたけれども、ご意見、ご質問等ございましたら、

お願いします。 

 

みどり台小学校の前に（仮称）がついているのは、どうしてですか。 

 

この後、議案で扱いますが、千歳市立学校設置条例というのがありまして、

その改正をもって正式に決定するので、それまでは（仮称）を付けておりま

す。 

 

あとは、よろしいですか。 

 

一同了承（原案可決） 

 

それでは議案第１号については、この内容で決定いたします。 

続きまして、議案第２号 令和元年度一般会計補正予算（教育費関係予算）

について、説明をお願いします。 

 

議案第２号、令和元年度一般会計補正予算について説明いたします。 

提案理由でありますが、令和２年千歳市議会第１回定例会において、予算

を補正するため、本案を提出するものであります。 

企画総務課分です。１番から４番までは、関連がありますので説明の順番

を入れ替えてご説明させていただきます。 

はじめに、２番の小学校ＩＣＴ機器等整備事業費からご説明申し上げます。 

（１）補正項目は、（イ）の歳出につきまして、１０款 、２項 、１目 、

１２節の役務費に４６千円を、１３節 委託料に１５１，３０９千円を、 

１８節の備品購入費に３０，３９８千円を追加するものであります。 

歳出に関わります（ア）の歳入につきましては、上段の国庫補助金、１０

節の公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金として、 

７５，６５４千円を、下段、市債、教育債、1節 義務教育施設整備事業債と

して７５，６００千円を追加しております。 
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次に、（２）繰越明許費補正につきましては、歳入・歳出に追加した小学校

ＩＣＴ機器等整備事業の１８１，７５３千円全額を令和２年度に繰り越すた

め追加するものです。 

補正理由につきましては、国の「ＧＩＧＡスクール構想」の推進や新学習

指導要領へ対応し、子どもたち一人一人に応じた個別最適化学習にふさわし

い環境を速やかに整備するため、関係する歳出予算を補正するものでありま

す。 

補正内容でありますが、国の公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備

費補助金を活用して、学校内情報通信ネットワーク環境が無い、北陽小学校

を除く市内小学校１６校について、高速大容量のネットワーク環境の整備を

行うとともに、小学校２校、日の出小、祝梅小について、学習者用コンピュ

ータ端末の整備等を進めるため、関係する歳入予算及び歳出予算の増額補正

を行うものです。 

これらの事業は令和２年度に実施するものとして、全額を明許繰越しとし

ます。 

次に、１つ飛びまして、４番の中学校ＩＣＴ機器等整備事業費です。 

（１）補正項目は、（イ）の歳出につきまして、１０款 、３項 、１目 、

１２節の役務費に２３千円を、１３節 委託料に６１，１１３千円を、１８

節の備品購入費に１９，９５９千円を追加するものであります。 

歳出に関わります（ア）の歳入につきましては、上段の国庫補助金、１０節の

公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金として、３０，５５６千円

を、下段、市債、教育債、1節 義務教育施設整備事業債として３０，５００千円

を追加しております。 

次に、（２）繰越明許費補正につきましては、歳入・歳出に追加した中学校

ＩＣＴ機器等整備事業の８１，０９５千円全額を令和２年度に繰り越すため

追加するものです。 

補正理由につきましては、小学校ＩＣＴ機器等整備事業と同様の理由とな

ります。 

補正内容でありますが、小学校と同様、勇舞中学校を除く市内中学校６校

について、高速大容量のネットワーク環境の整備を行うとともに、中学校１

校、青葉中について、学習者用コンピュータ端末の整備等を進めるため、関

係する歳入予算及び歳出予算の増額補正を行うものです。あわせて、青葉中

には、指導者用コンピュータ１７台を更新します。 

これらの事業は令和２年度に実施するものとして、全額を明許繰越しとし

ます。 

次に、戻りまして１点目の小学校運営管理業務経費についてであります。 

補正項目は、（ア）歳出につきまして、１０款 、２項 、１目 、１２節の

役務費に９６千円を、１３節 委託料に１，３８６千円を追加するものであ
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主幹(新設校建設担当) 

 

 

ります。 

繰越明許費補正につきましては、追加した小学校運営管理業務経費の 

１，４８２千円全額を令和２年度に繰り越すものです。 

補正理由につきましては、小中学校ＩＣＴ機器等整備事業と同様でありま

す。 

補正内容でありますが、小学校２校、日の出小、祝梅小において、ネット

ワーク環境整備に対応したインターネット通信を行うとともに、新たに整備

する学習者用コンピュータ端末の活用に資するＩＣＴ支援員を配置するた

め、歳出予算の増額補正を行うものです。 

本経費につきましても、ＩＣＴ機器等整備事業と同様、令和２年度に実施

するものとして、全額を明許繰越しといたします。 

次に、３点目の中学校運営管理業務経費についてであります。 

補正項目は、（ア）歳出につきまして、１０款 、３項 、１目 、１２節の

役務費に４６千円を、１３節 委託料に５９４千円を追加するものでありま

す。 

繰越明許費補正につきましては、追加した中学校運営管理業務経費の６４２

千円全額を令和２年度に繰り越すものです。 

補正理由につきましては、小学校運営管理業務経費と同様であります。 

補正内容でありますが、中学校１校、青葉中において、ネットワーク環境

整備に対応したインターネット通信を行うとともに、新たに整備する学習者

用コンピュータ端末の活用に資するＩＣＴ支援員を配置するため、歳出予算

の増額補正を行うものです。 

本経費につきましても、小学校運営管理業務経費と同様、令和２年度に実

施するものとして、全額を明許繰越しといたします。 

次に、５点目の学校用務業務委託契約の補正についてであります。 

こちらは、債務負担行為の補正となり、学校用務業務、小学校５校の委託

契約の限度額を補正後の７５，４８０千円に、学校用務業務、中学校７校の

委託契約の限度額を補正後の１６１，７４０千円に変更するものです。 

補正理由につきましては、入札執行により契約額が確定し差額が生じたた

め、関係する債務負担行為の限度額について、減額補正するものであります。 

補正内容でありますが、令和２年度から４年度の３か年で債務負担行為を

行っている学校用務業務委託契約について、入札執行により契約額が確定し、

差額が生じたため、債務負担行為の限度額について、減額補正を行うもので

す。 

 

私から６ 北陽小学校分離校建設事業費について、ご説明いたします。 

補正項目ですが、歳出、小学校費、小学校建設事業費の委託料について、

補正前の額が３８，２１０千円、補正額がマイナス６，８０４千円、補正後
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文化施設課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の予算額が３１，４０６千円です。 

補正理由ですが、入札執行により契約額が確定し差額が生じたため、関係

する歳出予算を補正するものです。 

補正内容ですが、過大規模校となっている北陽小学校の教育環境の改善を

目的に、北陽小学校の分離新設校を建設するため、令和元年及び令和２年度

の２か年で行っている建築設計業務委託について、入札により契約額が確定

し、差額が生じたため減額補正を行うものです。 

続きまして、７、同じく北陽小学校分離校建設事業費の債務負担行為補正

の変更についてであります。 

はじめに、北陽小学校分離校建設工事基本設計・実施設計委託契約の限度

額について、補正前が７０，１８０千円、補正後が５２，６３５千円、次に

北陽小学校分離校地質調査・外構設計委託契約の限度額について、補正前が

２３，６００千円、補正後が２１，０００千円です。 

補正理由は、同じく、入札執行により契約額が確定し差額が生じたため、

関係する債務負担行為の限度額について、減額補正を行うものです。 

補正内容につきましては、令和元年及び令和２年度の２か年で行っている

北陽小学校分離校建設に係る設計委託契約について、入札執行により契約額

が確定し差額が生じたため、債務負担行為の限度額について、減額補正を行

うものであります。 

なお、北陽小学校分離校地質調査・外構設計委託契約の限度額につきまし

ては、今後の契約変更を見込み減額補正を行っております。 

 

文化施設課分について、ご説明いたします。 

まず、８ 図書管理業務経費についてでありますが、図書館情報システム

賃貸借契約の債務負担行為につきまして、３，０６０千円を減額するもので

あります。 

補正理由及び補正内容は、令和２～６年度の５か年で債務負担行為を行っ

ている図書館情報システム使用料について、入札執行により契約額が確定し

差額が生じたため、債務負担行為の限度額について、減額補正を行うもので

あります。 

続きまして、９ 市民文化センター・市民ギャラリー施設管理経費につい

てでありますが、市民文化センター・市民ギャラリーの指定管理に係る協定

の債務負担行為につきまして、３８，９９４千円を減額するものであります。 

補正理由及び補正内容は、令和２～６年度の５か年を期間とする市民文化

センター・市民ギャラリーの指定管理料について、協定締結により協定額が

確定し差額が生じたため、債務負担行為の限度額について、減額補正を行う

ものであります。 

以上、提案内容についてご説明申し上げました。ご審議のほどよろしくお
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教育長 

 

 

荒井委員 

 

 

 

学校指導室長 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

主幹(新設校建設担当) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

願いいたします。 

 

ただいま補正予算について説明がありましたけれども、ご質問等がござい

ましたらお願いします。 

 

ＩＣＴ機器の学習者用コンピュータについて、中学校が青葉中学校、小学

校が日の出小学校と祝梅小学校ということで、青葉中学校区の３校というこ

とだと思うのですが、なぜその３校なのでしょうか。 

 

小中連携・一貫教育調査研究事業の第１期モデル指定校区の一つが青葉中

学校区でありますので、導入するに当たっては中学校区で揃えた方が、何か

と小中連携・一貫教育の関係で効果的であろうということで、そこにしてい

ます。 

 

ほかにありませんか。よろしいですか。 

 

一同了承（原案可決） 

 

それでは、ただいまの内容で決定することといたします。 

続きまして、議案第３号 千歳市立学校設置条例の一部を改正する条例の

制定について、説明をお願いします。 

 

議案第３号 千歳市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定につい

て、ご説明いたします。 

提案理由でありますが、みどり台地区に小学校を設置し、その名称及び位

置を定めるため、本案を提出するものであります。 

改正の内容につきましては、議案第３号資料の新旧対照表により、ご説明

いたします。 

千歳市立学校設置条例の一部改正につきましては、別表第１中、改正前の

「千歳市立泉沢小学校 千歳市柏陽２丁目９番地」の次に、改正後のとおり

「千歳市立みどり台小学校 千歳市みどり台北５丁目３番地１」を追加する

ものであります。 

附則でありますが、この条例は、令和４年４月１日から施行しようとする

ものであります。 

説明は以上です。 

 

ただいまの説明に対して、ご質問等ございましたらお願いします。 

よろしいですか。 
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委員 

 

教育長 

 

 

 

 

主幹(新設校建設担当) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同了承（原案可決） 

 

それでは、議案第３号については、この内容で決定することといたします。 

続きまして、日程５ 報告に入ります。 

報告第１号 北陽小学校分離校の基本設計（案）について、報告をお願い

します。 

 

報告第１号 北陽小学校分離校の基本設計（案）について、ご説明いたし

ます。資料の報告第１号別紙をご覧ください。 

北陽小学校分離校の基本設計（案）の概要につきましては、平成３１年３

月に教育委員会において策定いたしました「北陽小学校分離校建設基本構想」

における基本理念および基本方針に基づきまして、現在まで検討を重ねなが

ら基本設計作業を進めています。 

基本設計におきましては、校舎及び講堂、グラウンド等の基本的な配置計

画や平面計画等を決定し、今後は詳細について更なる検討を重ねる実施設計

を行う予定です。 

はじめに、基本構想につきまして概要をご説明いたします。 

基本構想の基本理念は、「未来を切り拓き、たくましく「生きる力」を育む

学校づくり」であります。 

基本方針及び基本方針の具現化に向けた視点につきましては、（１）子ども

の学びをつなぐ学校として、確かな学力を育む教育の推進として、教科の内

容や活動の特性等に応じた専門的な理科室・家庭科室・図工室等の特別教室

の設置など、健やかな体を育む教育の推進として、十分な広さの体育館とグ

ランド等の整備など、豊かな心を育む教育の推進として、子どもの主体的な

活動を可能とする児童会室の整備などとしております。以下につきましても、

基本構想を策定した際にお示ししておりますが、基本方針を具現化するため

の視点を基に基本設計を進めております。 

２の建築概要についてでありますが、所在地が千歳市みどり台北５丁目３

番地１、敷地面積が３１，１７２．５４㎡、校舎棟には普通教室ほか、体育

施設には講堂、グラウンド、構造は鉄筋コンクリート造としております。 

次に３．校舎・講堂配置図ですが、校舎につきましては、児童が大半の授

業時間を過ごす普通教室が年間を通して日照が十分に確保できるよう市道２

８号道路側に配置しております。 

児童の玄関やアプローチにつきましては、住宅地が主に西側、南側にある

ことや放課後児童施設の配置を考慮して、南側に児童玄関を配置しておりま

す。 

また、駐車場につきましては安全性を確保するため、児童の通学動線と車

の動線が分離できるよう、東側に配置しております。 
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教育長 

 

吉村委員 

 

主幹(新設校建設担当) 

 

荒井委員 

 

 

 

主幹(新設校建設担当) 

 

 

グランドにつきましては北側に配置し、野球、サッカーなどの競技を行う

上で十分な面積を確保しております。 

次に４．校舎・講堂平面図ですが、ＣＲと表記しているところが普通教室

で、校舎の南側に配置しており、１階に６教室、２階と３階にそれぞれ７教

室配置しております。 

特別教室につきましては、１階に図書室、コンピュータ室、心の相談室、

２階に家庭科室、３階に視聴覚室、理科室、音楽室、図工室、このほか２階

と３階には多目的室、各階に特別活動室と、教室前をワークスペースとして

おります。特別教室の配置につきましては、１階に多種多様な情報の入手・

活用が可能となるよう図書室とコンピュータ室を配置し、２階に配置してお

ります家庭科室につきましては、災害時にも使用しやすいようできるだけ講

堂に近い配置に配慮しております。 

職員室につきましては３階建ての学校となりますことから、教師が移動し

やすく、また児童の安全を確保するため、登下校の状況が確認できるよう、

児童昇降口、児童玄関の上の２階に配置しております。 

以上が基本設計（案）の概要となります。 

なお、今回お示ししました平面図につきましては、現時点での内容であり、

この後、実施設計を策定する中で構造上などの理由から部屋の配置場所が変

更となる場合がありますが、この基本設計（案）を基本として進めてまいり

ます。 

次に５.スケジュールは、実施設計が令和２年度、校舎・講堂の建設工事が

令和２～３年度、供用開始が令和４年４月、外構工事の一部が令和４年度の

予定であります。 

説明は以上です。 

 

ただいまの説明に対しまして、ご質問等ございましたらお願いします。 

 

音楽室が真ん中になっていますが、防音などは大丈夫でしょうか。 

 

準備室に挟まれているので大丈夫です。 

 

１学年は３から４クラスということで、それ以上は増えないのですか。 

勇舞中学校は、パーテーションで教室を増やせるようにしていたと思いま

すが、そういうのは無いのですか。 

 

普通教室、特別教室とも壁で施工します。 

児童数は開校時が最大数で、その後は減っていく見込みですので、児童数

が増えて教室が不足することは無いと思います。 
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吉村委員 

 

主幹(新設校建設担当) 

 

 

教育長 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お手洗いですが、数は少なくないですか。 

 

基準に基づいて、児童数に応じた個数を用意しています。そのほか、各階

に男女とは別ですが、身障者用のものを用意しています。 

 

あとは、また実施設計の図面ができましたら、どこかの段階で報告します。 

あとはよろしいですか。 

 

一同了承（報告済） 

 

それでは、報告第１号については、報告済みといたします。 

続きまして、報告第２号 令和元年度ハイパーＱＵ検査（１１月実施）の

結果について、報告をお願いします。 

 

報告第２号 令和２年度ハイパーＱＵ検査（１１月実施）の結果について、

別冊のとおり報告いたします。 

また、Ａ４版１枚のダイジェスト版も準備していますので、ご覧ください。 

ハイパーＱＵ検査の結果については、昨年１０月開催の教育委員会会議に

おいて、６月実施の報告をしましたが、今回は、その後、各学校の取組によ

って学習集団がどう変容したかを分析しております。 

本検査については、これまで複数回にわたって説明していますが、あらた

めて本検査の内容と構成について簡潔にご説明いたします。 

本検査は、学校生活における児童個々の満足感、および学級集団の状態を

質問紙によって測定するものです。 

アンケートからは、児童生徒個々の学級生活における満足感や、学校生活

での意欲の状態、学級集団の雰囲気や成熟の状態、学級や学校生活における

満足感や意欲に関しての児童生徒の学級内での相対的位置、集団形成に必要

な対人関係を営むためのスキルの程度などの情報を得ることができます。 

それでは、小中学校それぞれの結果の特徴を説明します。 

ダイジェスト版左上の「小学校 学校生活意欲」のグラフをご覧ください。 

各学年、薄い青のグラフが６月、濃い青が１１月の結果になります。「学校

生活意欲」については、どの学年も全国比１０４から１０７のレベルにあり

ます。隣の折れ線グラフは同一集団における学校生活意欲の推移を示し、一

番右の折れ線グラフは学習意欲の推移を示していますが、どの集団も３年生

から４年生にかけて向上が見られ、その後低下する傾向にあります。このこ

とから、この段階での指導を注意深く行い、高学年へとつなげていく必要が

あるというふうに考えております。 

続いて下段の中学校のグラフをご覧ください。 
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中学校の一番左のグラフ「学校生活意欲」では、全国比１０４から１０５

と高い状態にありますが、６月に比べると若干低下しています。各学年集団

の推移をみると学校生活意欲、学習意欲ともに、小学校から中学校への進学

後、大きな向上があり、その後低下していく傾向にあります。 

ダイジェスト版裏面の上段の２つのグラフになります。「学校生活意欲」の

５つの領域の中の２点について示しています。左の「教師との関係」につい

ては、極めて良好であり、右の「進路意識」では２年生で向上している状況

が見られます。教師と生徒関係性が良好で、キャリア形成にかかわる指導が

充実してきていることが読み取れます。 

中段の「（２）親和的学級集団の育成の状況」をご覧ください。 

左側のグラフは、小１から中２までの学級集団の状態を示し、右のグラフ

は親和的学級集団の６月から１１月の推移を示しています。 

親和的学級集団の出現は小学校で４から６割程度、中学校で２から３割程

度となっています。６月と比較すると、小学校では６学年中５学年で増加し

ており、学年・学級経営の改善が進んでいますが、中学校は１年生が低下し、

２年生が同率となっています。 

学校指導室としては、親和的な学級集団づくりに向け、まずは満足群５０％

を目標として具体的な改善を図るように、２月に実施した学校訪問や校長会

議・教頭会議で指導助言をしてきているところです。 

続いて、別冊に「学力とのクロス集計」の結果を示しています。これは一

斉指導のしやすさを測る数値であり、７０％以上であると教師からの対応量

が少ないとされています。 

上段にありますように市内全体のグラフを見ると、どの学年も一斉指導の

対応量が少なく指導しやすい集団という結果が出ています。中段のグラフは、

小学校の６月と１１月の学校ごとの結果になります。学年ごとに示しており

ますが、中には一斉指導の対応量が多い学級も散見されております。原因を

担任の指導力のみに求めず、校内の教育資源を投入するなど学校全体の取組

を進めていく必要があると考えます。最下段には、中学校の様子も記載して

おりますので、ご覧ください。 

続いて、今後の課題について示しています。 

ハイパーＱＵ検査は、学校生活における児童生徒個々の意欲や満足度、お

よび学級集団の状態を質問紙によって測定したものであり、児童生徒の側か

らの学校に対する評価と捉えることができます。下段に示しているように、

「親和的、いわゆる満足型の集団」の育成をめざすこと、「学習意欲」の向上

をめざすこと、ソーシャルスキル「かかわり」の向上をめざすという３点に

ついて、学校改善の指標として、学校指導室による学校訪問を通して継続的

に、本検査を活用した検証改善サイクルの確立に向けた指導・助言に努めて

まいります。 
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教育長 

 

吉村委員 

 

 

学校指導課長 

 

 

 

 

 

 

吉村委員 

 

 

学校指導室長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

なお、お配りしています別冊には各校の具体の数値なども示されているこ

とから、取扱いにはご配慮くださいますようお願いいたします。 

以上で報告を終わります。 

 

ただいまの説明に対しまして、ご質問等ございましたらお願いします。 

 

学校格差について、１１月になって、それほど目立たなくなってきたと判

断してよろしいですか。 

 

そうですね。「学力とのクロス集計」を見ると、６月に比べて１１月に伸び

ている学校が多い状況が見えます。６月にはかなり凸凹が見えましたが、こ

れが改善が図られてきたのがよく見えます。 

 今年度の学習規律の定着１００％や、指導が立ち行かない学級を０にする

という重点取組事項が浸透してきたという一つの結果かなというふうには考

えています。 

 

 学校指導室でも指導に入って、指導が立ち行かない学級というのは、ほと

んど今は目につかない状況になってきましたか。 

 

 昨年度に比べるとかなり改善されているかなと思っています。学校指導室

の方で見学に行く学級というのも昨年に比べると相当少なくなっています。 

 やはり、今年度は重点取組事項ということで示して、各学校が取り組んで

いますので、その成果が出ているのかなと思っています。 

 

 来年も引き続き、この調査は実施していきますので、それに基づいてまた

分析をして、参考にしていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

あとはよろしいですか。 

 

一同了承（報告済） 

 

それでは、報告第２号については、報告済みといたします。 

続きまして、報告第３号 コミュニティ・スクールの取組状況について、

報告をお願いします。 

 

報告第３号 コミュニティ・スクールの取組状況について、ご説明します。 

資料については、お配りしております報告第３号別紙に基づいて、ご説明を

させていただきます。 

 平成２９年度、３０年度にコミュニティ・スクールについては、調査研究
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事業を実施しまして、その成果を踏まえて、本年度については１４の小中学

校でコミュニティ・スクールが導入されたところであります。約１年を経過

しまして、各校の現在の取組状況について、ご説明をしようとするものであ

ります。既に過去にご説明済みの内容もこの資料には含まれておりますが、

ご了承いただければと思います。 

 まずは、コミュニティ・スクールとは、ということで改めてですけれども、

学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる

「地域とともにある学校づくり」への転換を図るための有効な仕組みであり、

「学校運営協議会」という組織を導入した学校のことを指しております。 

千歳市における取組としましては、平成２９年度と３０年度の２か年にわ

たりまして、高台小学校、青葉中学校、駒里小中学校をモデル校として、コ

ミュニティ・スクールの導入に向けた調査研究事業を実施しております。 

調査研究事業は、６点をテーマとしまして、１点目が学校運営協議会委員

の選任に関すること、２点目が、委員や学校の制度理解推進に関すること、

３点目が、先行類似制度、学校評議員、学校関係者評価委員、学校支援地域

本部事業等との関係、４点目が、校内体制や作業部会など活動推進のための

組織に関すること、５点目が、活動の情報発信に関すること、６点目が、成

果や課題の取りまとめ方法と活用に関すること、という内容について調査研

究を行い、平成３１年１月に最終報告書を作成したものであります。 

こちらのまとめでは、１点目の学校運営協議会の委員については、ＰＴＡ

役員や学校評議員、学校関係者評価委員、地域自治会役員、民生児童委員、

学校職員等から、学校や地域の実情に応じてバランスよく選任を行う必要が

あること、２点目の学校運営協議会制度の理解を図るためには、学校経営方

針の中にコミュニティ・スクールに関する内容を明確に位置付け、職員会議

や研修などの機会を通じて教職員の意識の共有化を図っていくとともに、Ｐ

ＴＡ総会や学校説明会での説明、学校だよりやコミュニティ・スクール通信

などの情報発信を通じて協力体制を築いていく必要があること、３点目の先

行類似制度との関係については、学校評議員や学校関係者評価委員などの制

度を活用して学校運営協議会の組織の立ち上げや委員の選考を行うことで、

学校経営・運営への理解及び児童生徒理解が円滑に図られ、学校づくりやコ

ミュニティ・スクールの導入に向けて積極的な支援を受けることが可能にな

ること、続いて４点目の校内体制や作業部会などについては、既存の校務分

掌や教科部会等に担当する業務を位置付ける方法と校務分掌に担当部・係を

新設する方法が考えられ、学校規模や教職員、校務分掌の構成等によって柔

軟に組織づくりを進めていく必要があること、５点目の活動の情報発信に関

しては、学校だよりやコミュニティ・スクール通信、ホームページによる活

動の紹介等、学校や教育委員会が積極的に情報を発信することで、保護者や

地域住民等の学校運営協議会制度に関する理解を深め、活動への協力を引き



 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出すことができること、６点目の成果や課題の取りまとめ方法と活用に関し

ては、全国学力・学習状況調査や全国体力・運動能力調査等の全国的な調査、

児童生徒アンケートや保護者アンケート等の学校独自の調査等、様々な調査

を活用し、児童生徒の変容や成長の様子を可能な限り数値化、可視化して成

果や課題を明らかにしていくことが重要であることなどという調査結果とな

っております。 

これを踏まえまして、各学校の現在の導入状況ですが、先ほど申しました

１４校が導入済みで、残りの１２校につきましても令和２年度当初からコミュ

ニティ・スクール導入予定としておりますので、令和２年度には市内全校で

コミュニティ・スクールを導入する予定となっています。 

まず、既に導入しております学校の現在の取組状況としまして、１つ目の

学校運営協議会委員の構成ですが、規則によって最大で１５人としておりま

すので、最大のところで１５人、一番少ないところでは８人となっておりま

して、平均すると一つの学校運営協議会の委員として１２．２人というふう

になっております。 

委員の構成は、町内会長など地域住民の代表者、ＰＴＡ役員など対象学校

に在籍する児童生徒の保護者、そのほかでは民生児童委員や人権擁護員など

の関係団体から選出された方や対象学校の教職員などとなっています。 

続いて（２）の会議の開催状況ですが、会議の開催回数は年間２回から４

回で、内容としては、学校経営方針の承認や学校自己評価の確認など、従来

の学校評議員制度や学校関係者評価委員制度で取り扱っていた内容が今のと

ころは主に話し合われていますが、今後目指す方向としては、学校運営協議

会の中で対話が進められ、学校と地域住民等が「地域でどのような子どもた

ちを育てるのか」、「何を実現していくのか」という目標やビジョンを共有す

ることで、一体的に学校運営に取り組む「地域とともにある学校」の実現に

つながることが期待されているところであります。 

最後に、今取り組まれている内容で、特徴的なものを列記しております。 

こちらもどちらかというと今までの学校支援地域本部事業ですとか、地域

とのつながりの中で既に行われていたものも多く含まれていますが、今はこ

れをコミュニティ・スクールというふうに位置付けて、少しずつ地域の方々

などの主体的な活動として、取り組んでもらえるように働きかけをしている

段階であります。 

例えば、水泳、スケート学習への地域の方の支援、校区内の清掃など環境

美化活動、生活科、書写、家庭科などの授業支援、放課後学習でのプリント

の丸付けなどの支援、学校と地域との合同防災訓練、科学技術大学の教授を

学校運営協議会委員に選任している学校があるのですが、そのつながりを使

って出前授業など大学と連携した教育活動の実施、アイヌ文化学習を、これ

は末広小学校ですけれども、もともと行っていた授業ですが、これをコミュ
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ニティ・スクール事業として位置付け、こちらも地域の方の主体的な活動と

して実施をしていただく方向にもっていこうということで取り扱っていると

ころであります。 

以上で報告を終わります。 

 

ただいまの説明に対しまして、ご質問等ございましたらお願いします。 

 

従来の学校評議員や学校関係者評価委員会もありますが、学校運営協議会

の方が優先的になってくるのですか。 

 

コミュニティ・スクールを導入する学校については、既存の学校評議員な

どを残したままにすると二重の活動になってしまって大変なので、可能な限

り、そこは統合して新しく学校協議会に移行してもらうこととしております。 

 

各学校では、コミュニティ・スクールに対して、それぞれが同じような認

識の下で実施しているのか、あるいは地域によっては違うのか、どうなので

しょうか。これまでの地域と学校のつながりが、継続されていれば問題ない

のですが、新たにコミュニティ・スクールが入ることによって、特に古くか

らの地域と密接な地域では、かみ合わなくなってきている事例もあるのでは

ないかと思っています。 

そういうところは、注視していく必要があるのではないかと思います。 

 

今まで出来ていたことが、コミュニティ・スクールの導入によって出来な

くなるというのは本末転倒なので、もちろんそういうことがあってはならな

いとは思います。 

視点としては、これまでどうしても学校が主体になってやらざるを得なか

った部分が、地域の方の意識の転換も必要になるかもしれませんが、学校が

お願いをしてやるのではなくて、地域の方が地域のためにやる、そこに学校

を取り込んでいくようなイメージで進めていただけると良いのかなと思いま

す。今のところ、まだ、働きかけも上手くできていない部分もありますが、

そのように進めて、何とか活動がさらに盛り上がるように、というのが理想

とするところではあります。 

 

各学校では、コミュニティ・スクールをどのように実施しているのかわか

らないですが、そのような部分を取りまとめるのは教育委員会しかないです

から、コミュニティ・スクールをどのように進めているのか、例えば、同一

中学校区内だけのなかで、校区として、それぞれで意見交換を出来るような

コミュニティ・スクール連絡協議会みたいなものがあれば良いのかなと思い
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ます。 

 

例えば次年度、向陽台中学校区では、最初からコミュニティ・スクールを

合同で進める計画を立てており、実際にそのように動き始めているところも

あります。 

 

そのように発展的に進むと、すごく有効的な気がします。 

国の方針で始まっているので、どこの地域でも、吉村委員の発言にありま

したように、学校評議員やほかの委員会もあるのに何なのかというのは、始

まりのときに、そういう意見も出ていました。 

ただ、その向陽台の事例は、良い例だと思いますし、今後どのようになる

のかですね。 

各校ＰＴＡの会長などは、そのコミュニティ・スクールの委員でしょうか

ら、その単Ｐ会長の会議の中で、そういうような話や意見交換ができたりす

るのではないでしょうか。市Ｐ連の事業のなかの一つのテーマとしてやって

も良いかもしれません。 

 

何らかの形で、そういう情報交換ができるような場を作ることが出来るか

はわかりませんが、やはりまだ学校間の温度差はあるでしょうから、何か機

会を捉えてやっていくことを検討することも必要かと思います。 

あとはよろしいですか。 

 

一同了承（報告済） 

 

それでは、報告第３号については、報告済みといたします。 

続きまして、報告第４号 令和２年度公益財団法人千歳青少年教育財団事

業計画及び予算について、説明をお願いします。 

 

令和２年度 公益財団法人千歳青少年教育財団の事業計画及び収支予算書

について、ご報告いたします。 

はじめに、事業計画書につきまして、資料をご覧願います。教育委員会所

管の事業を中心にお話をさせていただきます。公益目的事業のうち、教育事

業についてでございますが、１学習講座開設事業について、（１）千歳水族館

学習事業といたしまして、水族館の機能を生かした体験学習として、アクア

リウム・ナイトツアーなどアからウの事業を実施し、次に、子ども会活動の

リーダーを養成する事業として、（２）ジュニア・リーダー活動事業では講習

会の実施、（３）シニア・リーダー活動事業ではアから次のページのオまでの

事業を実施し、その他小中学生を対象に、（４）自然教室、（５）冬休み体験
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教室、（６）体験学習を実施し、２社会教育関連事業として、（１）千歳青少

年育成推進員の設置、（２）ラジオ体操講習会、（３）緑の村キャンプ大会、

（４）ちとせの子どもクリスマスの集い、（５）ちとせっ子雪あそびを実施す

る内容となっております。 

次に、３教育機関支援事業につきましては、（１）総合的な学習などへの協

力や（２）職業体験への協力、（３）サケ稚魚による子どもたちの交流事業へ

の協力を行うとともに、（４）各種生涯学習関連事業への協力など、財団の教

育機能を生かして各種事業の協力・支援を行う内容となっております。 

これら教育委員会が所管する教育事業については、前年並みの実施を予定

しています。 

次に、水族館管理運営事業につきましては、観光スポーツ部の所管となっ

ていますので、特徴的な部分のみご説明します。 

（４）入館者の拡大推進につきまして、財団が管理するサケのふるさと千

歳水族館の令和２年度の目標入館者数を、今年度の目標よりも１万人増員し

２６万人と設定し、この目標を達成するため、団体誘致活動をはじめアから

キの事業を実施する内容となっております。 

次に、令和２年度収支予算書について、説明いたします。 

公益目的事業会計は教育事業と水族館管理運営事業に係るものでありま

す。 

はじめに、Ⅰ事業活動収支の部の１事業活動収入についてでありますが、

中段の③事業収入の２水族館管理運営事業収入は、予算額１００，１４０千

円とし、千歳水族館の当日入館券の購入や売店の売上手数料の増により、前

年と比較し５，４１０千円の増となっております。 

⑤補助金収入につきましては、３特定資産取得補助金収入が４３，４７５

千円で、水族館の建物設備が開館から２５年を経過し、耐用年数も超えてい

ることから、今後必要となる修繕費用を計画的に積み上げていていくものと

し、前年と比較して２８，１５５千円の増となっております。 

次に、２事業活動支出についてでありますが、①事業費支出の１教育事業

費支出は、２３，３１５千円で、人件費の増などにより前年と比較して２２０

千円の増となっております。 

また、この頁下段からの２水族館管理運営事業費支出につきましては、

１８３，９６５千円で、人件費や館内設備の経年劣化に伴う修繕費の増など

により前年と比較し、１３，３２２千円の増となっております。 

Ⅱ投資活動収支の部につきましては、水族館の深井戸ポンプなどの購入を

予定しており、中段、投資活動支出計(D)は５７，７７５千円となっておりま

す。 

また、Ⅲ財務活動収支の部につきましては、水質監視システム、チケット

発券システムなど、１年以内リース債務返済支出１，８５０千円となってお
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ります。 

法人会計につきましては、人件費の増以外は前年度並みとなっており、中

段 事業活動支出計（Ｂ）は、１１，３２０千円となっております。 

報告は以上でございます。 

 

ただいまの説明に対しまして、ご質問等ございましたらお願いします。 

 

入館者目標２６万人で１万人増やしたとのことですが、コロナウイルスの

影響で減るのではないかと思うのですが、この目標値で大丈夫ですか。 

 

この後どうなるかはわかりませんが、１月末現在で２４万数千人の入館者

があるということで、昨年も前年より入館者数が上回っていますが、今年も

今のところ、コロナウイルスの前までは順調にきておりますので、今のとこ

ろ目標も達成できるかなということで、今年度の状況を見て、また来年度も

同数程度は確保できるのではないかという、水族館の見込みで２６万人に目

標を増加したということになっております。 

 

入館者数の内訳としては、海外客は何パーセントくらいですか。 

 

平成３０年度、１年間の入館者数２５４，９４１人中８，４３８人の方が

インバウンドということで、海外から来ています。 

今年の１月末までは８，６６３人ですので、１年前の１年間の数字は既に

上回っている状況です。 

過去で１番多いのは、平成２８年度で１０，０５９人、率にすると全体の

３．９％、２９年度は少し下がりまして、６，７６２人で２．７％、３０年

度は８，４３８人で３．３％です。１回下がって、少し盛り返しつつあると

いう感じです。 

 

それだけの比率しかいないということは、もっと伸びるということですよ

ね。数字を上げるためには、もう少し海外を伸ばした方が良いですよね。 

 

あとはよろしいですか。 

 

一同了承（報告済） 

 

それでは、報告第４号については、報告済みといたします。 

続きまして、報告第５号 令和２年千歳市成人式「はたちのつどい」の実

施結果について、説明をお願いします。 
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報告第５号 令和２年千歳市成人式「はたちのつどい」の実施結果につい

て、報告いたします。 

１ 成人式当日についてでありますが、（１）開催日時等につきましては、

１月１２日に開催し、（２）実施内容といたしましては、１４時から式典とし

て、協働会議メンバーの自己紹介にはじまり、中学校時代の先生からのビデ

オレターまでを実施し、その後１５時から新成人の広場として、４階の会場

に開設した抽選会の実施、写真撮影コーナーの設置などを行っています。（３）

当日参加者数につきましては、６７９名で参加率は５４．１％となっており

ます。当日、ご多用の中、教育委員の皆様にはご臨席を賜りありがとうござ

います。 

（２）実施内容の企画についてでありますが、今回もはたちのつどい協働

会議と連携して、新成人のアイデアを取り入れながら事業の企画運営を行っ

ております。今回は、協働会議に新成人が歴代最多の９名の参加があり、昨

年春に成人式のサポートを目的に新成人ＯＢ・ＯＧにより結成された社会教

育関係団体「ＮＥｘＵＳ」の協力なども新たにあり、新たな企画として、協

働会議のアイデアにより、式典中の新成人の主張や新成人の広場での抽選会

などを実施しております。 

３ 事業の成果としては、（１）全体を通してとして、事業の目的に対しま

しては、参加者の「おとなになったことの自覚」という観点からは、様々な

お祝い行事から来場者の声にもあるように、おおむね新成人としての自覚を

高めることができ、新成人を祝い励ますことが出来たと考えております。 

また（２）式典当日の状況といたしましては、入場の促進や式典プログラ

ムの進行など、今回は例年に比べると、落ち着いた中で進行が出来たものと

考えております。 

出席率の向上の取組につきましては、公共施設や学校関係、自衛隊施設に

はたちのつどいのポスター掲示やＳＮＳなどにより、集い開催の周知を行う

などして、出席率は前年と比べて４．１％の増の、先ほどお伝えしましたと

おり、５４．１％となっております。 

次に（３）はたちのつどいの協働会議の状況といたしまして、協働会議で

は昨年から新成人ＯＢ・ＯＧによる支援を導入しておりますが、今回は過去

２年間の新成人ＯＢ・ＯＧにより結成された社会教育関係団体「ＮＥｘＵＳ」

の支援により、新成人の先輩が今回の新成人の活動を支援する体制が整えら

れ、より充実した取組が行われるとともに、この取組が今後、年齢や学校の

枠を超えて、若年者が活動するきっかけにもなりえるものになったというよ

うに考えております。 

４ 事業の課題についてでありますが、（１）成人式当日の３階の式典会場

から４階の新成人の広場への誘導がなかなか進まなかったこと、（２）はたち

のつどい協働会議についての周知活動についてでありますが、周知活動を行
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ったにもかかわらず、なかなか新成人の関心を高めることが出来なかったと

いうことが今後の課題であり、次回はこれらについての工夫が必要と考えて

おります。 

最後に、５ 今後についてでありますが、民法の成年年齢の１８歳引き下

げに伴い、令和４年度、令和５年１月の成人式になりますが、この成人式の

対象年齢についての検討が必要になっております。 

事務局といたしましては、参加対象者の事前の準備なども考慮し、令和２

年中に対象年齢の方向性を決定したいというふうに考えております。 

私からは以上でございます。 

 

ただいまの説明に対しまして、ご質問等ございましたらお願いします。 

 

今回の簡単な感想ですが、ＯＢ・ＯＧの方が手伝いに来ていただいていた

のは、良かったと思います。 

課題にもありましたが、３階から４階への移動は、すごく時間がかかって

いて、毎年のことですので、やはり誘導は課題だと思います。 

新成人の広場では、良い催しが奥の方だったので、配置はもう少し考えた

方が良かったかなと思います。それから、せっかく会場を移動して来ても、

なかなか人が集まらず抽選会が始まらないから、やはり帰ってしまうという

状況も見られ、時間は守らないといけないと思いました。 

オープニングの企画では、中学校の恩師のビデオはすごくうれしいと思い

ますが、その前段のムービーは人によって捉え方が違うので、誰が見ても楽

しめる催しにするか、工夫が必要かなと思いました。 

新成人の主張はすごく良かったと思います。新成人の主張の２人はどのよ

うに決めたのでしょうか。 

それから、途中で帰ってしまったので、確認できなかったのですが、抽選

会は盛況でしたか。 

 

ムービーについては、みんなが新成人という節目を感じられるような工夫

について、声を掛けたいと思います。 

新成人の主張については、ＳＮＳで呼び掛けを行い、協働会議のメンバー

が知り合いに声をかけたり、ということで決まりました。ふざけたりするこ

ともなく、将来を見据えたしっかりした主張で良かったです。 

抽選会は盛況でした。時間が遅れてしまったので、そのようなことのない

ようにしたいと思います。 

 

あとはよろしいですか。 
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委員 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

教育長 

一同了承（報告済） 

 

それでは、報告第５号については、報告済みといたします。 

その他、事務局から何かありますか。 

 

（現時点での新型コロナウイルスの対応について、資料を配布して報告） 

 

これをもちまして、本日の教育委員会会議を終了します。お疲れ様でした。 

 


